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のごはん

大人が変われば → 子どもが変わる
家庭が変われば → 地域が変わる

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
町民の皆様には、本町の教育行政の推進に御理解と御支援を賜り衷心より御礼を申し上げます。

さて、巳年（へびどし）は、植物に種子ができはじめる時期や次の生命が誕生する時期など「新
しいことが始まる年」とも言われています。

本町においても今後５年間の教育を見据え、子供たちの「今」も「未来」も幸せにウェルビーイ
ングを実現する学びの改革として「島ワレンキャ教育ビジョン」を実施します。

本ビジョンは次の４つのプロジェクト（PJ)で構成されています。①未来は自分で創る
「ニライカナイPJ」②学びを変える「新学士村PJ」③学校魅力化を一緒に「ヤンキチシキ
バンPJ」④誰一人取り残さない「フーガPJ」（町広報９月号掲載）。

プロジェクトの一例として「東天城中学校」や「子ども第三の居場所」の建設をはじめ、
町史概要版の全学年への配布による「徳之島学」の学び等、新たな取組みも始まります。

また、昨年度より実施している「われんきゃポイント」事業による親子での体験活動を
はじめボランティア活動「早寝早起き朝ごはん」運動、セカンドブック事業での読書活動
など、島ワレンキャの未来に必要な能力（非認知能力）を育むために幼小中で一貫した環
境の充実も図ってまいります。その他、本町の抱える教育課題の解決に「親子留学・ふる
さと留学」の推進や大学・企業等との教育連携、ICTを活用した遠隔教育の拡充を図ると共
に島の豊かな自然・文化・人的な教育資源を活用する環境を構築することも必要であると
考えています。

今後とも行政・地域・学校が相互にパートナー（青少年育成町民会議・
学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的推進）として課題解決を
図ることが重要であり、新しい時代の学び「島ワレンキャ教育ビジョン」
の推進に町民の皆様方の更なる御理解と御支援を賜りますよう衷心より
お願い申し上げます。

令和７年１月吉日 徳之島町教育長 福 宏人

日 時：令和７年1月1９日（日）14時開場／14時30分開演

場 所：徳之島町生涯学習センター２階ホール

内 容：開会行事（14:30～15:00）
★町民会議絵画コンクール表彰

★町国際交流員 ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾘﾅﾙﾃﾞｨの特別発表
★公民館講座受講生舞台発表（15:15～17:00）
★公民館講座作品展示発表（9:00～17:00）

入 場 無 料

令和６年度徳之島町生涯学習フェア

皆さまのお越しをお待
ちしております。



1月 2日（木） 二十歳のつどい（町文化会館）

1月6日（月）島口ことわざかるた大会（図書館主催）

1月15日（水）三町社会教育委員研修会（徳之島町）

1月16日（木）第2回青少年育成町民会議

１月19日（日）町生涯学習フェア

1月26日（日）地区対抗ﾐﾆﾊﾞﾚｰ大会

1月29日（水）地域学校協働活動推進員運営委員会

１月行事予定 家庭教育支援チーム「 」から一言

友だちとの関係を支えよう

１月のおはなしの時間 11日・25日

11月２５日、手々小中学校PTAが第69回九州ブロックPTA研究大
会において表彰をうけ、その伝達式を校長会で行いました。

手々小中学校PTAは、町のふるさと留学制度を活用し、全国から留
学生を受入れ地域住民との交流などにも積極的につとめています。
また、人との繋がりが希薄になっていたコロナ禍を経て、地域と学校、
PTA全体でそれぞれの負担軽減を考慮した取り組みを実施しているこ
とが高く評価されました。

受賞、おめでとうございます。

手々小中学校PTAが表彰を受けました！

九州地区女性連大会へ参加

親は、子どものすべてを把握する必要はありません
が、子どもの交友関係や悩んでいる様子がないかな
ど、常に気にかけ良き相談相手となりましょう。

子ども同士の外出については、「誰と」「どこ
に」「何しに」行くのかを確認しルールを決めて、
事件や事故にあわないよう注意しましょう。

家庭教育支援員活動

12月9日（月）本町の家庭教育支援
員（つむぎたい）が、尾母小中学校で
家庭教育学級の講師を務めました。

第76回人権週間にちなんで「子ど
もの権利」「子どもの人権」について、
講話を行いました。
「生きる権利」「育つ権利」「守られ
る権利」「意見をいう権利」があるこ
と、多様性や相手を尊重することの大
切さ等を児童生徒だけでなく教職員の
皆さんにもお伝えしました。

町誌 「簡易版」完成！～徳之島学へのいざない～

町地女連
活動報告

(14） 11月25日26日、佐賀県において九州
地区女性連大会が開催され、鹿児島
県から約50名が参加しました。

３つの分科会のうち「組織」に参加し、佐賀県の事例発表を
聞いた後の質疑応答で、どこもかしこも会員の高齢化減少
化が進み、若い人々が加入してくれないとの悩みがあること
がわかりました。

しかしながら、我が徳之島町は若い世代が増えている現
状を紹介してきました。去る11月に行われたOWS徳之島大

会を例に、全国からのアスリートたちを“おもてなし”したこと
は、女性連の輪が大きく絆が深く共に喜ぶということで大絶
賛でした。
交流会で「ワイド節」を皆で踊り、

大いに盛り上がりました！
女性連の力は大なりです！

（女性連会長 上原トヨ子）

町教育委員会社会教育課町誌編さん室が平成30年度から手掛け
ていた町誌が刊行されたことに伴って、この度「簡易版」徳之島学
へのいざない～とくのしま今昔～が発刊されました！ 今後、全児
童生徒等へ配布されます。

是非、ご活用くださいますようお願いいたします。
お問合せ：町誌編さん室（竹原）0997-82-2908
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